
昭

和

二

十

三

年

四

月

一
、
概

四
、
食

七
、
金

融糧況

二
、
産

五
、
貿

八
、
通

貨易業

一一
一
、
電
力
、
輸
送

六

、

財

政

九

、

物

価

一
、

概

混

先
月
二
十
日
来
朝
せ
る
ド
レ
I
パ
l
使
節
団
は
櫛
合
軍
司
令
部
並
に
内
閣
当
局
民
間
各
界
有

志
と
懇
談
の
後
本
月
二
日
帰
米
し
た
が
、
同
使
節
聞
が
圏
内
体
制
の
整
備
を
前
提
と
し
て
巨
額

の
経
済
援
助
を
行
う
意
図
あ
る
旨
明
白
に
し
た
の
は
我
国
に
と
り
近
来
に
な
い
朗
報
で
あ
っ
た
。

加
之
こ
と
一
、
三
ヶ
月
生
産
は
回
復
す
る
}
方
、
通
貨
は
微
増
に
止
る
等
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
は

一
応
小
康
状
態
に
あ
り
、
之
を
根
拠
と
し
て
前
途
を
楽
観
す
る
向
が
紗
く
な
い
.
か
、
外
国
よ
り

の
援
助
が
現
実
の
も
の
と
な
る
迄
の
期
間
に
於
て
食
糧
需
給
の
逼
迫
物
価
改
訂
の
問
題
等
幾
多

の
難
闘
の
存
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

二
、
産

業

四
月
中
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
は
ニ
百
五
十
七
万
五
千
ト
ン
と
目
標
二
百
八
十
二
万
七
千
ト

ン
に
対
し
二
十
五
万
二
千
ト
ン
の
不
足
を
来
し
、
一
一
十
三
年
度
の
年
間
目
標
三
千
六
百
万
ト
ン

終
戦
後
に
於
け
る
生
産
活
動
指
数

3

一
一
一
十
年

一
二
十

一
年
一
L

、

}

一

八

月

一

四

月

一
-

鉱

工

業

綜

合

指

数

一

八
・七
一

一
二

・
八
一

消

費

財

平

均

指

数

一

八
・
九
一
一
八
・八
一

生

産

財

平

均

指

数

一

二

了

四

一

二

0
・
0
一

年

(
昭
和
十
年

l
十
二
年
平
均
一

0
0

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

一一昨
一

一 五 八

夫元自|月

三
五
・四

昭

和

一

一

十

三

年

四

月

の
達
成
は
そ
の
第
一
止
歩
に
於
て
早
く
も
暗
影
を
投
ぜ
ら
れ
た
か
の
観
が
あ
っ
た
。
之
を
前
月
の

出
炭
高
=
百
λ
十
六
万
九
千
ト
ン
に
比
し
て
も
二
十
九
万
三
千
ト
ン
の
減
少
に
当

っ
て
い
る

が
、
此
の
如
き
出
炭
不
援
の
原
因
は
賃
銀
値
上
を
締
り
各
地
区
に
屡
々
争
識
の
発
生
を
見
た
る

と
と
、
炭
坑
施
設
の
不
備
を
理
由
と
し
て
入
坑
を
拒
否
す
る
所
謂
保
安
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
こ

と
等
に
求
め
ら
れ
る
が
、
特
に
北
海
道
地
区
に
於
て
は
雪
解
に
よ
る
悪
条
件
も
加
わ
り
不
振
は

特
に
顕
著
で
実
績
は
目
標
の
七
割
合
に
止
ま
っ
た
。
な
お
臨
時
石
炭
鉱
業
管
理
法
は
愈
々
四
月

一
日
よ
り
施
行
せ
ら
れ
た
が
、
僅
か
に
地
方
石
炭
局
の
主
要
峨
員
の
任
命
を
み
た
に
止
ま
り
未

だ
殆
ん
ど
軌
道
に
来
っ
て
い
な
い
。
鉄
鋼
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
二
十
四
万
ト
ン
と
前
月
よ
り

紺
多
く
、
且
つ
電
力
事
情
も
好
転
せ
る
為
め
、
銑
鉄
目
標
四
万
四
千
ト
ン
に
対
し
実
績
四
万

一

千
ト
ン
と
相
当
の
成
績
を
示
し
た
が
、
霊
拙
入
荷
が
渋
滞
せ
る
関
係
で
鋼
材
は
目
椴
七
万
五
千

ト
ン
に
対
し
実
績
六
万
六
千
ト
ン
に
止
ま
っ
た
。

其
他
の
重
要
工
業
生
産
状
況
を
見
る
に
、
化
学
肥
料
の
生
産
は
電
力
事
情
の
好
転
を
反
映

し
、
石
灰
窒
素
が
目
標
二
万
六
千
ト
ン
に
対
し
実
績
二
万
五
千
ト
ン
と
若
干
目
標
を
割
っ
た
外

は
、
硫
安
目
標
七
万
八
千
卜

γ
に
対
し
実
績
九
万
ト
ン
、
過
燐
酸
石
灰
目
標
七
万
五
千
ト
ン
に

対
し
実
績
八
万
三
千
ト
ン
の
成
績
を
示
し
た
。
又
セ
メ
ン
ト
の
生
産
は
目
標
十
九
万
八
千
ト
ン

に
対
し
実
績
十
六
万
九
千
ト
ン
と
若
干
目
棋
を
下
廻
っ
た
が
、
前
月
に
比
す
れ
ば
三
万
八
千
ト

ン
の
増
加
を
示
し
た
。
輸
出
品
の
大
宗
た
る
綿
糸
は
、
原
棉
の
月
中
輸
入
四
千
俵
と
一
服
せ
る

に
も
拘
ら
ず
、
ス
ト
ッ
ク
比
較
的
豊
富
な
り
し
為
め
電
力
事
情
の
好
調
に
操
業
率
上
昇
し
、
月

中
生
産
高
三
千
七
百
万
ポ
ン
ド
と
前
月
に
比
し
更
に
四
百
万
ポ
ン
ド
の
増
加
を
示
し
た
。
生
糸

の
生
産
は
一
万
三
百
俵
と
前
月
と
大
差
な
き
成
績
で
あ
っ
た
。

加
重
算
術
平
均
〉

(
国
民
経
掠
研
究
協
会
調
)
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石
炭
生
産
高
盟
主
要
部
門
宛
配
当
量

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

一
ご

十

年

一

一
九

月

一

石

炭

生

産

高

一

八

五

O
一

産

業

向

配

当

量

一

四

一

壬

内

鉄

鋼

向

配

当

量

一
一
二
一
一
一
一

電

力

向

タ

九

一

輸

送

向

一一一

一六一

年

月

， 
〆P

鉄

鋼

生

産

高

普

通

鍋

々

鉄材

l四二
- .E: I 十
J、V.JI I ・M

1 3t 美 |月年
一一芸三一____，tj，__1---

| 五

年

月

銑

二
十
三
年

二

白

川

一
、
九
九
二

六
九
七
一

-ニムハ一
一七
三

六
=
一
四
一

一一一ヰ

四

月
一
九

ご
、
一
一
一
八
一
二
、
二
九
二

九
二

O

七
三
七
一

一
λ
二

一
七
九
一

一
一
五
一
一
一
一
一
一一

六一
二一一

六
四
二

月

...J... /、

一
一、

O
九

O
一

八
五
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二
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六
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臨
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歪
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度
…
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(
)

O

一
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一

千
封
皮
)

綿

糸

生

産

高

〈二
十
帯
手
換
算
、
単
位

〈
日
本
紡
級
協
会
淵
)

一

年

月

一

監

一
λ
月

一
十

月

一十
三
月
一

仁

正

一
一
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一

一一一
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四

月
一

司
産
判
引
計
剥
引
計
割
引
引
引
記
引
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国
発
電
々
力
量

(
自
家
発
電
を
除
く
)

五
二
ニ

(
単
位

千
阻
)

月

十

ート

二
十
三
年

一

月

一
二
八
五
七
一

八
一

o-

一
六
四
一

三
八
二

七
五
六
一

回
川

一

、
五
七
五
一

て
-
四
六
一

二
一一一九
一

二

O
=
=

七
一

O
一

十

二

月

月

月

四

月

月

二
、
七
五
四

九
四
六

二
三
五

一二五一一

六
九
一

一、

λ
六
九
一

て

O
六
九
一

二一一一
二一

二
八
二
一

七
三
三

二
、
四
一
一
一
一
一

七
七
四
一

一
八
九
↑

一
四
六
一

五
四
回
一

二
、
四
七
七一

七
八
九
一

一
七
凶
一

一
七
三一

間
九
四
一

二
、
九
五
九
一

七
九
五
一

-
七
二

二
五
九
一

五
八
三
一

一ニ、

電
力、

総
送

月
中
出
水
訟
は
雪
解
期
に
入
り
た
る
関
係
に
て
増
大
し
前
年
同
月
の
百
五
%
に
逃
し
た
る
上

に
、
火
力
発
電
用
の
配
炭
も
突
制
ご
十
万
三
千
ト
ン
と
前
年
同
月
の
十
万
一
点
1
ト
ン
に
比
し

略
々
倍
加
ぜ
る
為
め
、
総
発
電
電
力
誌
も
=
十
八
億
七
千
七
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
前
月
に
比

し
更
に
二
億
七
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
増
加
を
来
し
た
。
此
の
結
果
製
領
事
業
等
特
誕
の
業
極

を
除
き
重
要
産
業
は
殆
ん
ど
屯
力
需
給
一
地
迫
よ
り
来
る
忠
影
響
を
免
ぬ
か
れ
る
と
共
に
、

一
般

家
庭
に
対
す
る
作
悩
も
完
全
に
婆
を
消
し
た
。

国
鉄
に
よ
る
貨
物
輸
送
・
両
は
配
炭
央
総
五
十
八
万
四
千
ト
ン
と
同
様
六
十
四
万
三
千
ト
ン
に

比
し
帯
し
く
削
減
せ
ら
れ
た
る
上
、
地
域
的
な
争
議
一
部
列
車
の
述
休
等
に
よ
り
災
船
九
百
七

十
八
万
七
千
ト
ン
と
前
月
に
比
し
七
万
四
千
ト
ン
の
減
少
を
来
し
た
。

海
上
輸
送
は
突
蹴
百
二
十
万
九
千
ト
ン
と
前
月
に
比
し
更
に
五
万
九
千
ト
ン
の
増
加
を
来
し

遜
月
上
昇
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
陸
上
輸
送
に
比
し
そ
の
絶
対
盆
は
未
だ
充
分
と
は
認
め

雛
L

。

〈
単
位
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キ
ロ
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ッ
ト
時
)
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国
鉄
貨
物
輸
送
計
画
段
に
実
績

;品質 画

ご

十

二

年

一

四

月

一
九、

O
九一

九
、

八
λ
一

丸
、
八

O
五
一

九
、
五
二
一
一
一

送

計

年

七

九

十

月

月

月

送

実

回
、
食

糧

米
の
供
出
月
末
累
計
は
三
千
五
十
七
万
石
と
目
掠
額
三
千
五
十
五
万
石
を
僅
か
乍
ら
上
廻
っ

た
が
、
月
中
供
出
高
は
僅
か
二
万
二
千
石
と
全
く
頭
打
ち
の
状
態
と
な
っ
た
。
し
か
も
各
地
に

於
て
農
民
に
対
す
る
還
元
米
の
要
求
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
所
を
見
れ
ば
、
供
米
好
調
の
影
に

は
幾
多
の
無
理
が
存
す
る
こ
と
が
現
わ
れ
る
。
即
ち
主
食
の
配
給
操
作
は
月
中
早
く
も
順
調
を

食

糧

供

出

量

(

米

)

〈
単
位

千

磨

月

一
O
二
一
二
八
一

八
、
九
二
五
一

一
十
一
一一牌

一

九
二
八
三

八
、
六
五

二

九 O
七二
八四
七六，

九
二

二
ハ一

八
、
九
四
六
一

一
O
、
二
四
六
一

九
、
八
六
二

十

四

月

月

月

月

欠
き
、
北
海
道
千
葉
外
各
地
区
に
遅
配
を
生
じ
、
今
迄
楽
観
的
な
見
避
し
に
馴
れ
た
消
費
者
に

相
当
の
シ
ヲ
ツ
ク
を
与
え
た
。
加
之
聯
合
軍
司
令
部
の
好
意
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
十
一
万
八
千

ト
ン
に
上
る
輸
入
食
糧
も
そ
の
中
穀
類
は
僅
か
四
万
ト
ン
に
止
ま
り
残
額
は
す
べ
て
砂
粧
な
り

し
関
係
で
、
遅
配
な
、
き
地
区
に
於
て
も
穀
類
不
足
は
顕
著
と
な
り
端
境
期
を
控
え
て
食
粧
の
前・

途
は
暗
瀦
た
る
も
の
が
あ
る
。

(括
弧
内
数
字
は
供
出
目
標
三
千
五
十
五
万
石
に
対
す
る
遂
行
率
を
示
す
〉

千
石
)
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単
位
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十
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)。ど四 )αど七 二

向ト
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五六ハo 0 一八、八
一三一八ハ
%ぺノ ぷ四四 月
O -て 六

一
一

f七三h、Q一『日 rd-， 、均司 六 十
年

九-四七・七八
、%、J」J¥a 松、、JfJ  「」J¥a 月
五入玉

一
〆七「二- r長"'=ご ー
七、八 一三

七-八 四・0 ニ
月

)路四三 /)6 五四 六四

〆ー、 ノー、
一 一一一

八七四、 O 0O 、
-五 ・五四
g五0/七 Om 。/五 OブL 月
七 30

f、、 〆但『、
四ー

九八角 O oQ 
-六・五
七 一
%完結二月

玉
、
貿

易

輸
入
は
食
糧
十
八
億
二
千
百
万
円
、
石
油
類
七
億
九
千
八
百
万
円
、
繊
維
類
二
億
九
千
六
百

万
円
、
機
械
金
属
鉱
産
物
一
一
億
三
千
二
百
万
円
、
化
学
農
水
産
品
七
億
一
千
万
円
等
計
三
十
七

億
五
千
八
百
万
円
な
る
に
対
し
輸
出
は
織
維
製
品
十
三
億
八
百
万
円
、
化
学
脱
水
産
品
四
億
一一一

百
万
円
、
機
械
金
属
鉱
産
物

一
億
八
千
九
百
万
円
、
雑
貨
四
億
三
千
四
百
万
円
等
計
二
十
一
三
億

三
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
差
引
輸
入
超
過
は
十
四
億
二
千
三
百
万
円
と
前
月
に
比
し
十
二

億
九
千
四
百
万
円
の
箸
増
を
示
し
た
。
と
の
様
な
現
象
は
、
前
月
に
比
し
食
糧
輸
入
が
大
幅
な

増
加
(
九
低
五
千
百
万
円
〉
を
示
し
た
た
め
で
あ
る
。

，
相
手
国
別
に
貿
易
の
内
訳
を
見
る
と
、
輸
入
に
於
て
は
依
然
と
し
て
、
米
国
が
第
一
位
・
を
占

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

三

年

四

月

め
て
い
る
が
、
其
輸
入
総
額
に
対
す
る
比
率
は
当
月
中
輸
入
総
・
制
の
増
加
の
関
係
で
相
対
的
に

低
下
し
、
六
十

一
%
と
前
月
の
六
十
八
路
に
比
し
七
銘
の
減
少
を
示
し
た
。

一
方
輸
出
に
於
て

も
米
国
が
第
一
位
を
占
め
て
い
る
が
、
其
輸
出
総
額
に
対
す
る
比
率
は
同
国
向
生
糸
等
の
輸
出

の
減
少
を
反
映
し
て
、
二
十
八
%
と
前
月
の
三
十
五
%
に
比
し
七
%
の
減
少
を
示
し
た
。

対
日
民
間
貿
易
の
月
中
契
約
成
立
実
績
は
七
百
九
件
、
一
千
二
百
八
十
八
万
ド
ル
で
、
異
常

の
限
進
を
示
し
た
前
月
に
比
し
金
額
に
於
て
更
に
約
二
百
万
ド
ル
の
増
加
を
示
し
て
い
る
が
、

之
は
繊
維
類
の
契
約
高
が
引
続
き
増
加
し
て
い
る
関
係
で
あ
る
。

次
に
貿
易
資
金
の
動
向
を
見
る
に
、
収
入
は
輸
入
品
の
払
下
代
金
二
十
四
億
三
千
四
百
万
円
、

貿
易
公
団
よ
り
の
貸
付
金
回
収
五
十

一
億
五
百
万
円
(
内
借
換
分
四
十
六
億
五
千
七
百
万
円
〉

玉



日

本

銀

行

蒋

別

経

済

月

報

等
計
七
十
五
億
六
千
ご
百
万
円
な
る
に
対
し
、
支
出
は
輸
出
品
質
上
代
金
並
に
輸
出
諸
掛
八
億

六
千
λ
百
万
円
、
貿
易
公
団

へ
の
貸
付
金
六
十
λ
他
玉
千
百
万
円
(
内
新
規
貸
付
二
十

一
掠
九

千
三
百
万
円
)
輸
入
諸
掛
二
億
一
千
五
百
万
円
等
計
八
十
億
一
千
三
百
万
円
と
、
差
引
四
億
五

千
百
万
円
の
支
払
超
過
を
示
し
た
。

輸

出

入

品

目

別

内

訳

(
単
位

百
万
円〉

輸
内

械露出

封tg合
物
類類計

1r 
-ーさ|二年
実室主|月一

|月二
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四

年

月

月
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一
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白
人
一

貿

資

金

l収

支

勘

定

易

差支 収

号|

収

支

(一)

超

過出入
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2
、一
広
凶
一

師
、
努
ハニ

一、剛
(〕七一

イー

十

年

月

月

月

(一)

{一)

(斗

大、

財

政

政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
収
入
支
出
共
に
六
百
三
十
四
億
円
と
収
支
尻

は

均

衡

し

た
。
但
し
此
の
金
額
中
に
は
郵
便
貯
金
収
支
出
切
の
預
金
ー
部
資
金
支
出
超
過
十
八
般
刊
が
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
、

之
を
考
慮
す
れ
ば
予
算
に
対
応
す
る
財
政
の
対
民
間
収
入
超
過
は
十
八
億
円
と

な
る
。

な
お
彼
興
四
分
利
国
防
証
券
六
億
円
が
民
間
公
務
と
な
っ
て
い
る
放
之
を
艶
引
け
ば
財

政
収
入
超
過
は
十
二
億
円
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
月
中
主
袈
収
支
を
見
れ
ば
、
収
入
而
に
於
て
租
税
収
入
は
二
百
九
十
位
円
と
前
月
に
比

し
六
十
六
億
円
を
増
加
し
た
が
、
そ
の
中
二
百
五
十
二
億
円
は
二
十
二
年
度
分
に
属
す
る
。
大

蔵
省
制
に
よ
れ
ば
四
月
十
五
日
現
在
の
二
十
二
年
度
組
税
徴
収
務
額
は

一
千
三
百
五
十
六
億
円

に
迷
し
予
算
額

一
千
三
百
五
十
四
億
円
を
完
全
に
上
廻
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
源
泉
徴
収
所
持

説
は
百
四
十
%
と
最
も
成
鍛
良
好
な
る
に
対
し
、
申
告
納
税
所
得
税
八
十
九
路
、
入
場
税
七
十

九
%
、

増
加
所
得
税
六
十
二
%
等
は
成
献
不
・
民
で
あ
る
。
点
先
拡
金
は
前
月
と
同
械
四
十
二
億

化
学
製
品
農
水
産

ロ
市
川雑

貨

類

輸

入

合

計

内
金
属
機
械
鉱
物
類

燃

料
繊

維

類

化
常
製
品
雌
水
産

品
ハ
含
肥
料
)

食

粗
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趨

(ー)

、山ハ
O
九

、八
(〕
八

宮ズ
Q

剛、
()
六七一七六一

一六=

-一
、。
山λ
一

..ペ ペミ
'“ ・・・・ 包留

|二一二♀ー

十
!I.>~五 I ニ=

天長ぎ|月年

←) 

七、
-一九
-=

七、

o
尚
一

ニニ
八一

十

二

月

月

五
二
四

四七五

-一、
一()冨

四
三盟

百一、H
U
R
、一

三

:
ニ
d
一三
ニ一
七
九八
一

-一九
円一

i
u
L
L
 

1
3
3
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一、
回忌口

九
、
百
九=一九九

一、一号
一七

一、
回目完

回、
吉一
六九

二
()、
ニ
セ
O

一、
一六九

去
二
ご

b

-一、四回
八一

回、
。
七L

九、三五七
一

村

一O
、
二八一

ー-;. 
豆Z
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七
一()

g
、
さ
毛
一

三
、
一円)一一一

←) 
、、
健闘 ノ丸

一ー
吉宮 ー-

(ー)

(単
位

百
万
円
)

(ー)

へ
七
九
九
一

九、畑山ハ
ロ一
円六
回一

日告
}、一八
墨

元、
一一室

付

帽、。一
七
一

四

月

.o. 
1:1 

月

←) 

円
で
依
然
不
振
の
域
を
脱
せ
ず
、
当
月
分
及
来
月
分
益
金
を
二
十
二
年
度
分
に
繰
入
れ
て
も
、

予
算
額
に
比
し
百
佑
円
近
く
の
不
足
を
来
た
す
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

一
方
支
出
而
に
於
て
は
終
戦
処
理
白
(
進
駐
軍
紅
白
)
の
増
加
を
初
め
、
師
枯
制
料
一
世
四
十

一

億
円
、

地
方
財
政
狩
貸
付
二
十
八
億
円
部
も
前
月
に
比
し
各
十
二
億
円
、
二
十
八
億
円
を
哨
加

し
、
又
岡
山
刊
紙
逝
及
通
信
両
耶
業
会
計
も
夫
々
三
十
九
位
円
、
十
四
他
門
と
略
々
前
月
と
同
制

の
支
出
超
過
を
来
し
て
い
る
。
な
お
二
十
二
年
度
一
般
会
計
の
特
定
の
文
山
に
つ

い
て
は
支
払

則
間
が
結
干
延
長
さ
れ
、
そ
の

一
部
は
翌
月
に
繰
越
さ
れ
て
い
る
点
が
注
な
さ
れ
ね
ば
冷
ら
な

、。
B
LV
 

附
和
二
十
三
年
度
本
予
算
は
未
だ
国
会
に
提
出
さ
れ
ず
、
当
月
予
算
は
と
り
あ
え
ず
樹
定
予

算
に
よ
っ
た
が
、
布
は
物
制
改
訂
、
税
制
改
革
等
霊
嬰
問
題
未
決
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
、
此
の
点

が
解
決
せ
ら
れ
た
い
限
り
来
月
中
も
依
然
舶
定
予
算
に
よ
ら
ざ
る
を
栂
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お

本
年
度
よ
り
財
政
法
筋
五
糸
が
施
行
さ
れ
、
日
ぷ
銀
行
引
受
公
的
離
に
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入



金
が
予
算
に
明
記
さ
れ
る
と
と
と
な
り
、
又
財
政
法
第
三
条
誼
に
そ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
が

十
六
日
よ
り
施
行
さ
れ
、
製
造
煙
車
定
価
通
信
料
金
、
国
鉄
運
賃
の
決
定
は
国
袋
の
議
決
を
妥

す
る
と
と
が
確
認
さ
れ
た
。

政
府
資
金
収
支
状
況

(
国
陣
周
調
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
に
よ
る
)

ハ単
位
百
万
円
)

収号事金位代 収預 収支H政m出重額短期両主収
if.' 

支 文金

(忍 5部
趨資り j国資
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七
、
金

融

財
政
収
入
超
過
十
二
億
円
に
加
う
る
に
、
市
中
金
融
機
関
の
復
興
四
分
利
回
陣
証
券
引
受
代

金
六
億
円
、
日
本
銀
行
の
政
府
に
対
す
る
貸
上
金
純
増
十
九
億
円
(
貸
上
百
二
十
五
億
円
、
回
収

百
六
億
円
)
、
日
木
銀
行
の
薪
炭
証
券
引
受
六
億
円
、
食
糧
証
券
の
引
受
超
過
六
十
二
億
円
〈
引

受
二
百
五
十
一
億
円
、
償
還
百
八
十
九
億
円
〉
都
合
以
て
、
政
府
は
日
本
銀
行
に
対
し
五
十
七

億
円
の
大
賊
省
証
券
の
償
還
並
に
預
合
邸
前
中
金
融
機
関
に
対
し
六
十
三
億
円
の
食
糧
証
券
の

償
還
を
行
っ
た
。

次
に
新
旧
両
勘
定
の
合
併
せ
ら
れ
た
全
国
銀
行
貸
出
増
加
額
は
四
百
六
十
一
億
円
に
上
っ
て

い
る
が
、
之
に
は
旧
勘
定
よ
り
の
移
換
額
四
百
四
億
三
千
万
円
を
含
ん
で
い
る
故
、
純
増
加
額

は
五
十
六
億
六
千
万
H
と
前
月
の
百
十
七
億
六
千
万
円
に
比
し
六
十
一
億
円
の
減
少
を
来
た
し

た
こ
と
と
な
る
。
之
は
財
政
収
支
の
均
衡
物
制
改
訂
を
見
越
し
て
の
商
品
売
惜
み
に
よ
る
事
業

会
祉
の
金
詰
り
を
主
因
と
し
て
資
金
需
要
旺
盛
な
り
し
に
も
拘
ら
ず
、
自
由
預
金
増
加
の
停
頓

日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

三

年

四

月

と
安
定
恐
慌
に
備
え
て
貸
出
を
引
締
め
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
市
中
金
融
機
関
の
金
繰
り
は
依
然
窮
屈
気
味
で、

日
本
銀
行
の
市
中
銀
行
に
対
す
る
貸

出
は
十
四
億
九
千
万
円
を
増
加
し
た
。

復
興
金
融
金
庫
の
貸
出
増
加
額
は
月
中
四
十
八
億

一
千
万
円
と
前
月
の
増
加
額
五
十
崎
二
千

万
円
と
大
差
な
か
っ
た
。
貸
出
増
加
額
の
内
訳
を
使
途
別
に
み
れ
ば
、
設
備
資
金
二
十
三
億
一

千
万
円
迎
収
資
金
二
十
五
億
円
で
、
又
業
種
別
に
み
れ
ば
鉱
業
十
二
億
五
千
万
円
各
粧
公
団
二

十
一
億
λ
千
万
円
等
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
右
貸
付
資
金
を
賄
う
為
め
発
行
せ
ら
れ
た
復
興

金
融
債
券
十
六
億
円
の
中
、
市
中
金
融
機
関
に
よ
り
、
消
化
せ
ら
れ
た
分
は
六
億
七
千
万
円
で
、

残
額
九
億
三
千
万
円
は
日
本
銀
行
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
た
。
貸
出
増
加
額
に
比
し
復
興
金
融
債

券
発
行
舗
の
少
な
い
の
は
、
前
月
迄
の
債
券
発
行
額
が
貸
出
増
加
額
に
比
し
過
大
で
あ
っ
た
為

め
同
金
庫
の
余
裕
金
が
巨
額
に
上
っ
て
い
た
関
係
で
あ
る
。
尚
第
三
回
復
興
金
融
債
券
十
五
億

円
の
償
還
期
限
が
十
四
日
到
来
せ
る
為
め
、
十
一
一一
日
政
府
は
右
債
券
償
還
賢
源
に
充
当
す
る
為

め
同
額
の
払
込
を
行
っ
た
。

全
国
銀
行
第
一
封
鎖
預
金
は
月
中
二
十
九
徳
丸
千
万
円
を
増
加
し
た
が
、
之
に
は
五
十
三
億

五
千
万
円
に
上
る
第
二
封
鎖
預
金
よ
り
の
移
換
側
酬
を
含
ん
で
い
る
故
、
之
を
控
除
す
れ
ば
月
中

二
十
一二
億
六
千
万
円
を
減
少
し
た
こ
と
と
な
る
。
之
を
先
月
中
に
於
け
る
減
少
額
三
十
一
億
四

千
万
円
に
比
較
す
れ
ば
七
億
八
千
万
円
の
減
少
を
示
し
た
こ
と
と
な
る
が
、
之
は
事
業
会
社
の

第

一
封
鎖
預
金

ρ掴
渇
に
よ
る
賃
銀
引
出
し
の
減
少
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
全
国
銀
行
の

一
般
自
由
預
金
の
増
加
額
は
財
政
収
支
均
衡
と
貸
出
の
抑
制
等
を
反
映
し

て
僅
か
三
十
八
億
二
千
万
円
と
先
月
の
増
加
額
二
百
五
十
九
億
五
千
万
円
に
比
し
突
に
一
一
百
二

十
一
億
三
千
万
円
の
大
幅
減
少
を
示
し
た
が
、
先
月
末
決
算
期
の
関
係
で
大
々
的
な
粉
飾
が
行

わ
れ
た
事
に
対
す
る
反
動
も
大
き
く
響
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
二
月
以
来
急
激
た
減
少

を
示
し
成
行
を
憂
慮
せ
ら
れ
て
い
た
市
町
村
農
業
会
の
自
陶
貯
金
は
農
業
所
得
税
納
入
の
一
段

落
に
よ
り
月
中
減
少
額
は
約
三
十
億
円
に
止
ま
っ
た
。
此
の
為
め
農
林
中
央
金
庫
の
預
金
は
四

十
ご
億
円
の
減
少
を
来
た
し
た
が
、
同
金
庫
は
食
糧
管
理
並
に
薪
炭
需
給
調
節
特
別
会
計
よ
り

巨
額
の
前
渡
金
を
受
け
る
と
共
に
手
持
在
輿
金
融
債
券
の
償
還
に
潤
い
た
る
関
係
で
、
預
金
減

少
に
充
当
後
の
余
裕
金
を
以
て
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
企
を
返
済
せ
る
為
め
、
日
本
銀
行
の
間

金
庫
に
対
す
る
貸
出
は
三
十

一
億
七
千
万
円
の
減
少
を
来
し
た
。
尚
農
村
の
資
金
窮
乏
化
に
対

五
二
五
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本

銀

行

特

別

経

済

月

報

処
し
凶
月
一
二
十
日
を
以
て
出
業
手
形
制
度
が
創
設
せ
ら
れ
、
農
民
は
肥
料
配
給
公
団
を
通
ず
る

肥
料
の
引
取
り
に
限
り
出
来
秩
の
収
謹
代
金
を
見
返
り
と
し
て
融
過
を
受
付
符
る
と
と
と
な
っ

た
が
、

之
は
農
業
会
貯
金
の
払
戻
し
と
は
別
筒
に
農
業
再
生
産
維
持
の
為
め
融
通
の
途
を
開
く

と
と
な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
顧
み
る
に
戦
争
以
来
農
家
の
肥
料
代
金
は
現
実
に
入
手
し

た
収
入
を
以
て
賄
わ
れ
来
っ
た
が
、
最
近
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
単
作
地
怖

を
中
心
と
す
る
出
家
の
家
計
を
窮
乏
せ
し
め
、
将
来
の
収
入
を
見
返
り
と
し
て
借
入
を
仰
ぐ
必

要
を
生
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
之
に
よ
り
出
村
経
済
は
戦
争
以
前
の
姿
に
立
戻
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

四
月
二
十
六
日
日
本
鍬
行
公
定
歩
合
は
久
方
振
り
に
日
歩
二
鹿
乃
.
主
三
距
方
の
引
上
を
見
る

に
至
っ
た
が
、
右
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
服
に
伴
い
市
中
金
融
機
関
の
貸
出
金
利
が
高
騰

な
続
け
た
る
に
対
し
、
公
定
沙
合
は
一
昨
年
十
月
以
飾
据
世
な
り
し
為
め
間
取
適
用
を
考
雌
し
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不
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生
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、
市
中
金
融
機
関
の
日
本
銀
行
依
存
の
風
潮
を
促
進

す
る
倶
れ
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
点
を
考
忠
し
、
之
を
是
正
ぜ
ん
と
す
る
趣
旨
に
出
づ
る
-
も

の
で
あ
る
。

従
っ
て
今
回
の
公
定
歩
合
引
上
に
藷
口
し
て
市
中
金
利
が
追
随
的
に
引
上
げ
ら
れ

る
と
と
は
織
に
戒
ま
し
む
べ
き
で
、
市
中
金
利
の
引
上
は
市
中
余
融
機
関
の
経
営
を
別
途
綜
合

的
に
考
雌
し
て
決
定
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

戦
時
中
以
降
継
続
さ
れ
て
き
た
臨
時
資
金
制
盤
法
は
民
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外
資
詩
人
経
済
の
正
常
化
の
綿
一

歩
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し
て
凶
月
六
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止
せ
ら
れ
、
此
の
為
め
会
社
の
設
立
柄
引
統
合
併
第
二
回
以
後
の
株
金
の

払
込
等
に
閣
す
る
統
制
は
原
則
と
し
て
撤
廃
せ
ら
れ
た
。
然
し
経
済
の
復
興
再
建
の
見
地
か
ら

資
材
と
資
金
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点
的
配
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必
要
と
す
る
現
在
、
不
急
不
安
市
中
業
の
銀
生
防
止
の
見
地
か
ら

資
材
に
対
す
る
統
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を
強
化
す
る
と
共
に
融
資
機
則
を
強
化
し
之
に
対
処
す
る
こ
と
は
不
可
欠

の
措
置
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
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〉
日
本
銀
行
所
有
の
岡
山
肌
は
額
一
刷
畑
刷
、
特
殊
銀
行
、
A
M
節
、
九
大
銀
行
、
貯
都
銀
行
、
政
金
部
所
有
の
図
似
は
帳
簿
価
絡
で
あ
る
。

「災
の
他
」
は
縦
而
に
よ
る
岡
山
似
発
行
総
計
よ
り
之
等
を
差
引
い
て
柑
持
出
し
た
。
尚
「
甘
刊
の
他
」
中
に
は
保
険
会
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、
信
託
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、
段
業
会
開
悼
を
含
む
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能
〉
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一
一
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以
前
分
は
新
勘
定
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み
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四
月
中
精
加
前
に
は
旧
勘
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よ
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額
会
国
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四
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作
成
せ
ら
れ
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日
本
銀
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京
卸
売
物
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指
数
誼
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は
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前
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に
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各
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五
%
及
び
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七
%
の
勝
賞
を
示
し
た
に
過

F
な
か
っ
た
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強
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司
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部
の
指
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に
よ
り
中
止
せ
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れ
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が
其
後
政
府
誼
に
労
働
組
合
の
間
に
於
て
受
渉
が
重
ね
ら

れ
た
結
果
、
十
六
日
政
府
原
案
を
骨
子
と
す
る
制
停
案
の
成
立
を
見
た
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の
調
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き
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新
給
与
体
系
を
形
成
す
べ
く
設
置
せ
ら
れ
た
新
給
与
挫
備
委
員
会
は
二
十
七
日
官
吏
の
給
与
を

そ
の
職
務
内
容
責
任
の
軽
重
等
を
考
慮
の
上
十
四
級
七
十
号
俸
に
分
ち
、
号
俸
の
最
低

一
千
円

最
高

一
万
円
に
決
定
し
て
能
率
給
の
原
則
を
明
か
に
し
た
。

懸
案
の
物
価
改
訂
は
そ
の
基
礎
た
る
鉄
道
運
賃
の
引
上
率
価
枯
差
補
給
金
の
額
改
訂
品
目
の
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等
未
決
定
の
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、
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に
月
中
実
施
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ら
る
L
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
経
済
安
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の
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め
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の
諸
条
件
の
成
熟
せ
ざ
る
現
在
公
定
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格
の
全
面
的
且
つ
大
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上
は
賃
銀
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物
価
、
物
価
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の
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循
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々
拡
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せ
し
め
、
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ン

フ
レ
ー
シ
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を
促
進
し
所
則
の
目
的
に
副

わ
ざ
り
し
こ
と
は
昨
年
七
月
の
新
物
価
休
系
の
形
成
以
後
の
情
針
の
明
示
す
る
所
で
あ
る
か

ら
、
此
の
際
価
格
引
上
は
紐
力
柿
正
の
程
度
に
止
め
、
財
政
の
許
す
範
囲
に
於
て
側
絡
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補
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金
を
活
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し
以
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礎
資
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側
綿
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一
般
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を
最
小
限
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に
抑
え
る
*
へ
き
で

あ
ろ
う
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